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人事案件

　副町長について熊本県環境政策部水俣病審査課の服部信一郎氏

を選任しました。

　任期は令和２年４月１日から２年間です。

　固定資産評価審査委員会委員の渡辺眞佐末氏が令和２年５月11日をもって任期が満了する

ため、その後任として 中村博光 氏 を選任しました。

　任期は令和２年５月12日から３年間です。

高森町
副町長を選任

高森町固定資産
評価審査委員会委員を選任

高森町副町長
服部信一郎 氏

指定管理案件
　各施設の指定管理者の指定について、下記のとおり可決しました。

議案番号 議案及び内容

議案第８号
高森町観光交流センターの指定管理者の指定について
◦指定管理者となる団体の名称　高森町観光協会　会長　村上誠治

◦指定期間　令和２年４月１日から令和３年３月31日

議案第９号
高森町奥阿蘇物産館等の指定管理者の指定について
◦指定管理者となる団体の名称　有限会社甲斐商店　代表取締役　甲斐一郎

◦指定期間　令和２年４月１日から令和３年３月31日

議案第10号
高森町奥阿蘇特産品加工場の指定管理者の指定について
◦指定管理者となる団体の名称　有限会社ヴルスト阿蘇　取締役　中村敏治

◦指定期間　令和２年４月１日から令和３年３月31日
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主要事業等

令和２年度高森町一般会計予算

前年度対比　5億8,700万円増
51億200万円

国庫・県費補助活用事業
事業名 概　　　要 事 業 費

河地地区用水路
整備事業

河地地区の基幹用水路を整備し、水管理の省力
化、農業用水の安定供給を図る。
【事業内容】
　老朽化した用水路の改修を行い、主要作物であ
る水稲に加え飼料作物の作付面積拡大を図り、
地区内農業の安定的な経営に取り組む。

事業費	 3,115万円
（団体営農業農村整備事業）

集落支援員活用事業 集落支援員制度を活用し、地域に必要な人材を登
用する。

事業費	 2,732万円
特別交付税	 2,732万円

「日本で最も美しい村
連合阿蘇支部」観光
誘客事業

昨年度設立した「日本で最も美しい村連合阿蘇支
部」において南小国町と連携し、観光施策を展開
する。

事業費	 900万円
県補助	 600万円
高森町・南小国町負担	300万円

単独・その他事業
事業名 概　　　要 事 業 費

デジタル防災行政
無線導入工事（２年目）

老朽化した防災行政無線をデジタル化し、再整備
する。

事業費	 3億7,000万円
（緊急防災・減災事業債）

タブレット図書館
設置事業

電子書籍を購読できるタブレット図書館の設置に
向け、児童生徒への実証を行う。
【事業内容】
　令和２年度上半期で１人１台のタブレット配備
が完了している児童生徒に対し、利用頻度や購
読書籍を把握する。

事業費	 1,087万円

ふるさと納税活用事業
事業名 概　　　要 事 業 費

エンタメ業界連携
プロジェクト

国が認定した自治体が行う地方創生に係るプロジ
ェクトに賛同する企業からの寄付金を募り、その
寄付金を財源に事業を実施する。
【取組内容】
　エンタメ業界と連携したまちづくりプロジェクト
◦くまもと国際マンガＣＡＭＰの開催
◦受入拠点等のクリエイト活動の環境整備

事業費	 2,000万円
（企業版ふるさと納税）
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事業名 概　　　要 事 業 費

消防団救助能力向上
資機材緊急整備事業

災害時における消防団のより効果的な救助活動を
図るため、消防団における配備が進んでいない救
助用資機材等の整備を促進する。
［補助率］
　1/3（2/3は町負担）
　ただし町負担の80％が特別交付税で措置され
る見込み。

事業費	 861万円
補助額	 287万円
一般財源	 574万円
◦交付税措置	 450万円
◦実質負担額	 124万円

タブレット図書館
設置調査等委託

電子書籍を子どもや町民の方々に提供する「タブ
レット図書館」構想の2020年度の実現に向け、
調査等を実施する。

事業費	 253万円
（全額一般財源）

会議録システムを導入します
　議会やその他様々な会議の内容を文字に変更するシステムを導入します。

（機　能）	 音声データを基にＡＩ（人工知能）が文字データに変換。リアルタイムで変換することにより、

会議終了と同時に議事録の素案が作成出来る。

（事業費）	 489万6千円

国民健康保険特別会計 11億1,059万円

後期高齢者医療特別会計 1億1,016万2千円

介護保険特別会計 10億2,738万円

簡易水道事業特別会計 2億442万7千円

農業用水供給事業特別会計 1,759万5千円

鉄道経営対策事業基金特別会計 1,746万9千円

令和２年　第１回臨時会

令和２年度　高森町特別会計予算

令和元年度 一般会計補正予算

9,044万4千円を追加
（令和２年１月15日開会）
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事業名 概　　　要 事 業 費

ＧＩＧＡスクール
Wi-Fi環境整備事業

学校施設における高速大容量のネットワーク環境
（校内LAN）を充実させるため、国の補正予算を
活用し、無線LANを整備する。

事業費	 1,755万円
補助額	 886万円
起債	 860万円
交付税措置	 516万円
実質負担額	 353万円

災害バルク・非常用
発電機設置工事

学校施設における防災機能の強化を図るため、国
の補正予算を活用し、災害バルク・非常用発電機
を整備する。

事業費	 3,817万円
補助額	 1,285万円
起債	 2,520万円
交付税措置	 1,260万円
一般財源	 1,272万円

　主に各事業の最終見込みによる減額補正ですが、一部追加となっている事業は以下のとおりです。

事業名 契約金額

高森防災公園造成工事 ［変更前］	 9,991万3千円
［変更後］	 1億191万3,098円

町道西原・前原線復旧復興防災道路整備工事 ［変更前］	 6,642万円
［変更後］	 6,349万9,452円

鍋の平橋橋梁架替工事 ［変更前］	 1億162万8千円
［変更後］	 1億792万5,801円

町道西原・前原線復旧復興防災道路舗装整備工事 ［変更前］	 9,560万1,600円
［変更後］	 9,715万3,500円

令和２年　第２回臨時会

令和元年度 一般会計補正予算

◦高森町長等の給与及び旅費に関する条例の一部改正について
◦工事請負変更契約の締結について

5,215万6千円を減額
（令和2年3月6日開会）

（令和2年2月27日開会）

令和２年　第１回３月定例会
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質
［
佐
伯
金
也
議
員
］

高
森
町
観
光
協
会
を
指
定
管
理
者

と
い
う
こ
と
は
、
４
月
か
ら
入
居
す
る
商
工

会
に
対
し
て
家
賃
が
発
生
す
る
。

　

家
賃
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

答
［
政
策
推
進
課
長
］

家
賃
は
相
応
の
額
を
観
光
交
流
セ

ン
タ
ー
に
利
用
料
で
納
め
て
い
た
だ
く
。
光

熱
費
・
水
道
料
金
も
、
観
光
協
会
と
商
工
会

で
協
議
を
進
め
て
い
る
。

質
［
佐
伯
金
也
議
員
］

奥
阿
蘇
特
産
品
加
工
場
も
、
建
築

後
25
年
に
な
る
。
今
後
、
修
繕
代
や
施
設
設

備
費
等
予
算
を
負
担
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
公
共
的
施
設
の
あ
り
方
検
討
委

員
会
で
、
検
討
す
る
機
会
を
つ
く
っ
て
い
た

だ
き
た
い
。

答
［
町
長
］

公
共
の
施
設
に
関
し
て
の
あ
り
方

検
討
委
員
会
を
継
続
し
て
、
し
っ
か
り
そ
の

中
で
議
論
を
し
て
住
民
に
情
報
発
信
を
し

て
ま
い
り
た
い
。

質
［
後
藤
巌
議
員
］

条
例
が
廃
止
に
な
る
と
い
う
こ
と

で
、
敬
老
会
・
敬
老
祝
い
金
の
時
、
70
歳
以
上

の
方
々
全
員
に
温
泉
券
を
配
る
。
公
正
に
渡

る
福
祉
と
し
て
処
置
を
お
願
い
し
た
い
。

答
［
住
民
福
祉
課
長
］

70
歳
以
上
の
高
森
町
の
高
齢
者
人

口
は
１
，９
５
２
名
で
温
泉
館
利
用
実
績
は
、

人
口
に
対
し
て
12
％
だ
。
敬
老
祝
い
金
の

中
で
温
泉
券
を
付
け
る
と
い
う
こ
と
は
現

在
考
え
て
い
な
い
。

答
［
町
長
］

高
森
温
泉
館
を
休
館
し
ま
し
て
、

公
売
を
か
け
た
。
閉
館
後
の
移
行
措
置
と

し
て
、
高
齢
者
温
泉
入
浴
料
の
助
成
を
決

議
し
て
い
た
だ
い
た
。
70
歳
以
上
の
温
泉

館
利
用
者
が
１
０
０
名
か
ら
１
５
０
名
ぐ

ら
い
の
間
で
利
用
を
さ
れ
て
い
た
訳
で
あ

る
が
、
温
泉
館
の
利
用
券
は
温
泉
を
利
用

す
る
人
、
利
用
し
や
す
い
人
、
山
間
部
の

方
は
南
阿
蘇
村
ま
で
行
く
の
も
時
間
が
か

か
る
の
で
公
平
性
に
欠
け
て
い
る
。
70
歳

以
上
の
皆
さ
ん
に
均
一
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

が
で
き
る
の
は
、
敬
老
祝
金
だ
と
思
う
。

増
額
、
も
し
く
は
温
泉
券
を
配
る
の
は
公

平
性
で
い
い
の
で
は
、
こ
の
提
案
は
大
変

肝
に
命
じ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
職
員
も
議

会
の
意
見
を
伺
い
な
が
ら
、
今
後
温
泉
の

利
用
券
の
代
わ
り
に
な
る
こ
と
を
考
え
て

ま
い
り
た
い
。

質
［
芹
口
誓
彰
議
員
］

地
方
公
務
員
法
の
特
別
職
職
員
か

ら
会
計
年
度
職
員
に
す
る
、
外
国
語
指
導
助

手
に
つ
い
て
は
給
与
で
は
な
く
、
報
酬
で
支

払
う
と
い
う
こ
と
の
理
由
は
何
か
。

答
［
教
育
委
員
会
事
務
局
長
］

高
森
町
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給

与
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
で
は
、

フ
ル
タ
イ
ム
会
計
年
度
任
用
職
員
と
パ
ー

ト
タ
イ
ム
の
会
計
任
用
職
員
に
分
類
さ
れ
る
。

外
国
語
指
導
助
手
は
パ
ー
ト
タ
イ
ム
職
員

に
な
る
の
で
、
条
例
の
中
に
は
報
酬
及
び

期
末
手
当
と
い
う
明
記
が
し
て
あ
る
。
今

回
条
例
改
正
に
上
が
っ
て
い
る
高
森
町
一

般
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正
に
基
づ
き
こ
の
条
例
を
改
正
す
る
も
の

で
あ
る
。

質
［
芹
口
誓
彰
議
員
］

報
酬
で
な
く
て
給
与
を
定
め
て
い

い
わ
け
か
。

答
［
教
育
委
員
会
事
務
局
長
］

外
国
語
指
導
助
手
の
報
酬
及
び
費

用
弁
償
条
例
に
関
す
る
条
例
は
、
報
酬
と
な

っ
て
お
り
給
与
で
は
な
く
報
酬
で
支
払
う

予
定
だ
。

質
［
芹
口
誓
彰
議
員
］

報
酬
の
額
が
28
万
円
か
ら
30
万
円

で
任
命
権
者
が
定
め
る
、
幅
広
い
金
額
だ
が

何
か
を
す
る
た
め
に
幅
を
持
た
せ
て
い
る
の
か
。

答
［
教
育
委
員
会
事
務
局
長
］

条
例
が
Ｊ
Ｅ
Ｔ
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
い

う
手
引
き
を
基
本
に
作
ら
れ
て
い
て
、
来

日
後
の
年
数
に
応
じ
て
給
料
を
変
え
る
と

い
う
明
記
が
あ
り
、
そ
れ
に
準
じ
て
高
森

町
も
運
用
さ
れ
て
い
た
。
上
限
を
定
め
て

お
か
な
い
と
不
都
合
が
生
じ
る
と
い
う
事

で
上
限
を
定
め
た
。

質
［
芹
口
誓
彰
議
員
］

繰
越
明
許
費
に
つ
い
て
伺
う
。
繰

越
明
許
費
は
経
費
の
性
質
上
年
度
内
に
事

業
が
行
わ
れ
な
い
見
込
み
か
、
予
算
成
立
後

に
何
ら
か
の
事
由
に
よ
っ
て
繰
り
越
さ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
時
に
設
定
す
る
。
具
体
的

に
ど
の
よ
う
な
事
由
に
よ
っ
て
、
年
度
内
に

支
出
が
終
わ
ら
な
い
の
か
理
由
を
尋
ね
る
。

答
［
総
務
課
財
政
係
長
］

順
番
に
答
え
る
。

　
「
南
阿
蘇
鉄
道
の
新
駅
整
備
基
本
設
計
業

務
」
契
約
を
結
ぶ
期
間
が
遅
く
な
り
年
度
内

に
完
了
し
な
い
見
込
み
で
あ
る
。

　
「
母
子
保
健
情
報
連
携
シ
ス
テ
ム
改
修
事

業
」
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
と
連
携
す
る
関
係
の
事

業
で
、
役
場
に
あ
る
Ｒ
Ｋ
Ｋ
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ー
サ
ー
ビ
ス
の
シ
ス
テ
ム
改
修
を
す
る
必

要
が
出
て
き
た
、
改
修
工
事
が
終
了
し
な
い

令
和
２
年
３
月
定
例
会  

主
な
質
疑
応
答

高
森
町
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
の

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

議
案
第
８
号

高
森
町
外
国
語
指
導
助
手
の
報

酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

議
案
第
18
号

令
和
元
年
度
高
森
町
一
般
会
計

補
正
予
算
に
つ
い
て

議
案
第
19
号

高
森
町
奥
阿
蘇
特
産
品
加
工
場
の

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

議
案
第
10
号

高
森
町
高
齢
者
温
泉
入
浴
料
の
助
成

に
関
す
る
条
例
の
廃
止
に
つ
い
て

議
案
第
12
号
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と
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
回
収
が
出
来
な
い
の
で
、

年
度
内
の
改
修
事
業
が
難
し
い
。

　
「
農
山
漁
村
地
域
整
備
交
付
金
は
降
灰
対

策
の
事
業
」
最
近
の
降
灰
関
係
対
応
に
対
す

る
補
助
金
で
、
年
度
内
に
終
了
す
る
の
は
難

し
い
。

　
「
町
立
学
校
の
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
Ｗ
ｉ
‐

Ｆ
ｉ
環
境
整
備
工
事
・
災
害
バ
ル
ク
整
備
」

国
の
経
済
対
策
で
付
い
た
事
業
で
今
か
ら

実
施
す
る
た
め
年
度
内
の
完
了
が
難
し
い
。

　
「
介
護
緊
急
介
護
基
盤
緊
急
整
備
特
別
対

策
事
業
」
公
民
館
改
修
事
業
に
な
っ
て
お
り
、

自
然
学
校
の
部
分
に
な
る
。
こ
の
事
業
も
年

度
内
の
終
了
は
難
し
い
。

答
［
農
林
政
策
課
長
］

横
山
第
２
地
区
用
水
路
整
備
事
業

の
繰
り
越
し
に
つ
い
て
説
明
す
る
。
最
初
の

入
札
が
不
調
に
終
わ
り
、
２
度
目
の
入
札
と

な
っ
た
。
ま
た
、
現
場
状
況
が
大
変
厳
し
い

と
こ
ろ
で
あ
り
、
加
え
て
天
候
不
良
も
重
な

り
や
む
得
ず
繰
り
越
す
事
態
に
な
っ
た
。

答
［
建
設
課
長
］

建
設
課
の
道
路
整
備
は
繰
越
が
慢

性
化
し
て
い
る
状
態
だ
。
交
付
金
を
先
に
獲

得
し
て
、
そ
し
て
整
備
を
す
る
と
い
う
と
こ

ろ
だ
。
ま
だ
入
札
が
終
わ
っ
て
い
な
い
部
分

が
あ
る
が
、
ご
理
解
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い

す
る
。

質
［
芹
口
誓
彰
議
員
］

補
助
金
の
都
合
に
よ
る
繰
越
は
、

仕
方
な
い
と
思
う
が
、
設
計
変
更
・
業
者
の

都
合
に
よ
り
繰
越
が
な
い
よ
う
に
願
う
。
ま

た
、
入
札
後
に
不
備
が
発
覚
す
れ
ば
事
故
繰

越
と
い
う
方
法
も
あ
る
。
年
度
内
に
完
成
す

る
取
り
組
み
を
お
願
い
し
た
い
。

質
［
津
留
智
幸
議
員
］

町
道
の
「
維
持
管
理
、
新
設
改
良
計

画
書
」
が
上
が
っ
て
い
る
が
、
優
先
順
位
の

公
表
の
仕
方
を
伺
い
た
い
。

答
［
建
設
課
長
］

町
道
の
見
直
し
計
画
は
、
令
和
元

年
度
か
ら
の
２
カ
年
計
画
で
予
定
し
て
い
る
。

農
道
・
林
道
と
い
う
形
の
変
更
は
今
後
、
と

っ
て
い
く
予
定
で
、
住
民
に
も
知
ら
せ
る
。

質
［
津
留
智
幸
議
員
］

２
年
間
は
見
直
し
の
結
果
が
出
る

ま
で
は
待
て
と
い
う
事
か
。

答
［
建
設
課
長
］

優
先
順
位
と
必
要
ル
ー
ト
を
見
直

す
と
い
う
事
で
あ
り
、
維
持
に
つ
い
て
は
今

後
も
継
続
し
て
い
く
。
新
設
の
陳
情
に
関
し

て
は
編
成
後
と
い
う
事
だ
。

答
［
町
長
］

再
度
確
認
を
し
て
い
た
だ
き
た
い

の
が
、
国
土
強
靭
化
計
画
と
い
う
の
を
自
治

体
が
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
作
っ
て

い
な
い
と
、
国
の
社
会
整
備
資
本
交
付
金
事

業
に
乗
ら
な
い
可
能
性
が
高
い
と
こ
ろ
で

あ
る
。
交
付
金
・
補
助
金
を
先
に
と
る
こ
と

で
確
定
し
て
き
た
の
で
、
繰
越
し
に
な
っ
て

い
る
。
つ
ま
り
事
業
が
追
い
つ
い
て
き
て
な

い
。
国
と
県
か
ら
指
導
が
入
っ
て
い
る
の
で
、

そ
の
間
に
新
し
い
事
業
を
や
る
と
い
う
の

は
難
し
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。
緊
急
的
な
拡
張

や
修
繕
は
補
正
予
算
で
対
応
し
て
ま
い
り

た
い
。
単
独
で
町
全
額
負
担
で
や
れ
ば
道
路

は
で
き
る
。
地
域
の
要
望
は
叶
え
て
き
た
が
、

国
土
強
靭
化
計
画
に
基
づ
く
社
会
資
本
整

備
交
付
金
事
業
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
く

計
画
作
り
な
の
で
、
し
っ
か
り
発
表
で
き
る

様
に
検
討
委
員
会
で
審
議
し
て
戴
き
最
終

的
に
答
え
を
出
し
た
い
。

質
［
佐
伯
金
也
議
員
」

当
初
予
算
の
編
成
上
で
経
常
収
支

比
率
を
ど
の
程
度
お
さ
え
た
状
況
で
予
算

を
構
成
さ
れ
た
の
か
、
編
成
上
の
留
意
点
を

教
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

答
［
総
務
課
長
］

経
常
収
支
比
率
、
こ
れ
は
自
治
体

の
財
政
の
一
番
と
な
る
指
標
で
あ
る
が
、
決

算
統
計
で
見
込
ん
で
い
る
の
で
、
当
初
予
算

の
査
定
段
階
で
あ
る
程
度
お
さ
え
た
と
こ

ろ
で
見
込
ん
で
い
る
。

答
［
財
政
係
長
］

経
常
収
支
比
率
は
正
確
に
計
算
し

て
な
い
が
大
ま
か
に
、
90
％
程
度
見
込
ん
で

い
る
。

質
［
後
藤
巌
議
員
］

「
集
落
支
援
制
度
を
活
用
し
地
域

に
必
要
な
人
材
を
」
と
あ
る
。
ま
た
、「
山
間

地
買
い
物
支
援
事
業
・
地
域
毎
に
体
操
な
ど

憩
い
の
場
を
推
進
し
介
護
予
防
」
と
あ
る
、

こ
れ
も
セ
ッ
ト
で
集
落
支
援
員
が
動
か
れ

る
か
ど
う
か
の
説
明
を
伺
い
た
い
。

答
［
総
務
課
長
補
佐
］

地
域
で
多
様
化
す
る
ニ
ー
ズ
、
地

域
集
落
の
問
題
解
決
に
適
材
適
所
の
実
現
、

高
齢
者
の
困
り
事
の
解
決
支
援
の
充
実
を

図
る
地
域
の
細
や
か
な
情
報
の
収
集
、
介
護

予
防
拠
点
の
新
た
な
取
り
組
み
を
行
う
手

伝
い
を
し
て
い
た
だ
く
。

答
［
町
長
］

集
落
支
援
制
度
の
人
材
を
活
用
し

て
検
診
の
受
診
率
の
ア
ッ
プ
、
買
い
物
支
援

サ
ー
ビ
ス
な
ど
組
織
図
の
編
成
も
や
っ
て

い
き
た
い
。

質
［
後
藤
巌
議
員
］

単
独
事
業
で
、「
公
立
日
本
語
学
校

設
置
構
想
、
先
進
地
視
察
研
修
」
の
構
想
が

解
る
説
明
を
伺
い
た
い
。

答
［
政
策
推
進
課
長
］

外
国
人
受
け
入
れ
の
中
で
漫
画
家

な
ど
、
ク
リ
エ
ー
タ
ー（
創
作
家
）を
受
け
入

れ
て
ま
ず
は
そ
う
い
う
形
で
進
め
て
い
く
。

答
［
町
長
］

北
海
道
の
東
川
町
は
日
本
で
唯
一
、

公
立
の
日
本
語
学
校
を
持
っ
て
い
る
、
そ
し

て
北
海
道
の
自
治
体
の
中
で
人
口
が
増
え

て
い
る
、
税
収
も
増
え
て
き
た
自
治
体
で
あ

る
、
そ
う
い
う
取
り
組
み
を
視
察
に
行
く
。

高
森
に
来
る
目
的
・
目
標
を
持
っ
て
い
る
人

に
日
本
語
を
教
え
ら
れ
る
よ
う
な
ツ
ー
ル
、

形
を
公
立
で
や
り
た
い
。
国
が
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
を
し
て
く
る
と
こ
ろ
で
、
ま
ず
は
先
進
地

を
視
察
し
た
い
。

質
［
津
留
智
幸
議
員
］

単
独
事
業
の
「
高
森
町
介
護
予
防

地
域
支
え
合
い
事
業
」
に
つ
い
て
、
短
期
宿

泊
サ
ー
ビ
ス
・
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
は
包
括
支
援

サ
ー
ビ
ス
・
保
健
師
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々

で
運
営
し
て
い
く
の
か
、
介
護
施
設
に
業
務

委
託
す
る
の
か
伺
う
。

答
［
健
康
推
進
課
長
］

短
期
宿
泊
サ
ー
ビ
ス
・
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
に
つ
い
て
も
、
既
存
の
施
設
に
お
願
い

し
て
い
る
。

令
和
２
年
度
高
森
町
一
般
会
計

予
算
に
つ
い
て

議
案
第
26
号
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一般質問町政を問う

質 問

庁
舎
内
で
の
動
き
を

尋
ね
る
。

町 長

庁
舎
へ
の
指
示
と
し

て
２
月
22
日
に
危
機

管
理
対
応
を
25
日
に
第
１
回

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
会
議
を
開
催
。
災
害

時
と
同
じ
緊
急
的
な
こ
と
が

起
こ
る
こ
と
を
想
定
し
て
の

対
応
を
と
っ
て
い
る
。
学
校
教

育
に
関
し
て
は
３
学
期
が
休

み
に
な
っ
て
も
学
習
補
助
を

す
る
事
で
学
力
の
向
上
、維
持
、

先
生
や
生
徒
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き

た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
用
い
て
全
国
に

な
い
レ
ベ
ル
で
行
っ
て
い
く
。

質 問

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
対
策
や
降
灰
対
策

を
尋
ね
る
。

町 長

商
工
業
の
部
分
で
は

金
融
円
滑
化
特
別
資

金
、農
林
漁
業
に
つ
い
て
は
新

た
な
資
金
の
創
設
な
ど
県
、

市
町
村
、
金
融
機
関
と
調
整

し
行
う
予
定
。
保
証
料
の
全

額
負
担
、無
担
保
、無
保
証
で

借
り
入
れ
可
能
な
緊
急
支
援

の
資
金
、
借
入
に
対
す
る
利

息
の
３
年
間
無
利
子
化
な
ど

を
検
討
し
て
い
る
。
大
事
な

こ
と
は
制
度
か
ら
漏
れ
る
方

や
支
給
ま
で
に
福
祉
的
な
貸

し
付
け
が
必
要
な
方
々
に
対

し
て
町
と
し
て
独
自
の
適
切

に
支
援
が
で
き
る
よ
う
な
こ

と
を
や
る
べ
き
だ
と
考
え
て

い
る
。
町
民
の
皆
様
も
安
心

を
し
て
い
た
だ
き
、ま
ず
は
自

助
で
予
防
、
共
助
で
地
域
の

輪
を
作
り
子
ど
も
の
受
け
入

れ
、
見
守
り
を
行
い
、
公
助
と

し
て
自
分
た
ち
の
町
は
自
分

た
ち
で
守
る
と
い
う
こ
と
を

し
っ
か
り
と
努
め
て
い
く
。
降

灰
対
策
に
つ
い
て
は
阿
蘇
市

町
村
会
の
横
の
連
絡
を
と
り

同
時
に
対
策
を
行
っ
て
い
る
。

特
に
対
策
が
必
要
な
高
森
町
、

阿
蘇
市
に
つ
い
て
は
そ
れ
ぞ

れ
意
見
が
あ
る
。
し
っ
か
り
阿

蘇
全
体
と
し
て
取
り
組
め
な

い
か
、
何
を
や
る
の
か
に
つ
い

て
近
日
中
に
決
め
て
い
き
た
い
。

■
そ
の
他
の
質
問

＊
危
機
管
理
対
応
、
リ
ス
ク

管
理
に
つ
い
て

質 問

高
森
町
に
在
住
す
る
外

国
人
労
働
者（
研
修
生

を
含
む
）の
人
数
の
推
移
と
今
後

の
見
通
し
に
つ
い
て
伺
う
。

住民福
祉課長

平
成
25
年
度
24
名
、
平

成
30
年
度
45
名
、
平
成

31
年
度
58
名
、
令
和
２
年
２
月
末

現
在
で
64
名
と
な
っ
て
お
り
、
今

後
は
福
祉
・
介
護
の
分
野
に
お
け

る
雇
用
も
想
定
さ
れ
る
な
ど
、
急

速
な
勢
い
で
外
国
人
労
働
者
の

増
加
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。

質 問

製
造
業
・
農
林
業
・
建
設

業
・
小
売
業
・
介
護
施
設

な
ど
様
々
な
産
業
の
下
支
え
を

担
っ
て
お
ら
れ
る
外
国
人
労
働

者
の
役
割
を
ど
の
よ
う
に
認
識

し
て
い
る
か
伺
う
。

政策推
進課長

労
働
者
不
足
に
つ
い
て

は
全
国
的
な
も
の
で
あ

り
、
ま
た
働
き
方
改
革
を
進
め
る

中
に
お
い
て
も
外
国
人
労
働
者

は
重
要
な
働
き
手
と
な
る
こ
と

は
間
違
い
な
い
と
認
識
し
て
い
る
。

質 問

住
民
と
の
ト
ラ
ブ
ル
な

ど
を
未
然
に
防
ぐ
意
味

で
も
、多
宗
教
・
異
文
化
に
つ
い
て

町
民
に
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と

が
重
要
視
さ
れ
る
が
、共
存
共
栄

の
必
要
性
に
つ
い
て
見
解
を
伺
う
。

総務･
課長

そ
れ
ぞ
れ
の
文
化
の
多

様
性
を
尊
重
し
、
ま
ず

地
域
の
祭
り
・
行
事
等
に
外
国
人

労
働
者
の
方
々
も
参
加
で
き
る

状
況
を
我
々
が
作
り
、
お
互
い
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

質 問

労
働
力
の
提
供
だ
け
で

な
く
集
落
機
能
も
担
っ

て
い
た
だ
け
る
期
待
を
込
め
て
、

雇
い
主（
民
間
事
業
者
）と
行
政

で
負
担
金
を
拠
出
し
生
活
相
談

会
・
住
民
と
の
交
流
会
な
ど
を
開

催
し
、お
互
い
の
信
頼
関
係
を
構

築
す
る
場
を
設
け
て
は
ど
う
か

見
解
を
伺
う
。

町 長

相
互
理
解
の
必
要
性
は

認
識
し
て
い
る
が
役
場

と
し
て
情
報
・
調
査
・
準
備
が
不

足
し
て
い
る
た
め
現
時
点
で
は

考
え
て
い
な
い
。
し
か
し
外
国

人
労
働
者
や
民
間
事
業
者
の

方
々
の
意
見
を
聞
い
て
い
た
だ
き
、

ど
の
よ
う
な
仕
組
み
が
ベ
ス
ト

な
の
か
ご
指
導
い
た
だ
き
た
い
。

■
そ
の
他
の
質
問

＊
小
学
生
の
放
課
後
支
援
活
動

に
つ
い
て

２
人
の
熱
弁新型コロナウイルスや災害における対策は

町民の理解と共存共栄のため交流会等を開催しては

外国人労働者との信頼関係

後
藤 

巌 

議
員

津
留 

智
幸 

議
員

町の危機管理対応

小さい町だからこそできる施策を行っていく町　長

情報・調査・準備が不足しているため現時点では考えていない町　長
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委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
「
高
森
町
ふ

る
さ
と
応
援
基
金
設
置
条
例
の
一
部
改

正
」「
令
和
元
年
度
高
森
町
一
般
会
計

補
正
予
算
」「
令
和
元
年
度
高
森
町
鉄

道
経
営
対
策
事
業
基
金
特
別
会
計
補
正

予
算
」「
令
和
２
年
度
高
森
町
一
般
会

計
予
算
」「
令
和
２
年
度
高
森
町
鉄
道

経
営
対
策
事
業
基
金
特
別
会
計
予
算
」

に
つ
い
て
は
、
担
当
者
か
ら
詳
細
に
説

明
を
受
け
審
議
し
た
結
果
、
可
と
す
る

こ
と
に
決
定
し
た
。

【
主
な
質
問
事
項
】

◎
令
和
元
年
度
高
森
町
一
般
会
計
補
正

予
算
関
係

質

総
合
窓
口
受
付
と
し
て
の
イ
ン
フ
ォ

メ
ー
シ
ョ
ン
カ
ウ
ン
タ
ー
の
詳
細
に
つ

い
て
伺
う
。

答

役
場
玄
関
入
り
口
の
正
面
に
設
置

す
る
も
の
で
、
来
客
者
に
対
し
庁
舎
業

務
の
案
内
や
町
の
行
事
、
観
光
案
内
等

を
適
切
に
行
う
と
と
も
に
外
国
人
に
も

対
応
出
来
る
よ
う
す
る
も
の
で
あ
る
。

◎
令
和
２
年
度
高
森
町
一
般
会
計
予
算

関
係

質

ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
に
農
産

物
を
採
用
さ
れ
る
考
え
は
。

答

品
質
や
安
全
の
問
題
、品
物
や
量
が

安
定
的
に
供
給
で
き
る
か
の
観
点
か
ら

難
し
い
。

質

タ
ブ
レ
ッ
ト
図
書
館
の
設
置
に
つ

い
て
町
と
熊
本
日
日
新
聞
社
と
で
交
わ

し
た
協
定
名
と
内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

答
「
高
森
町
、高
森
町
教
育
委
員
会
、熊

本
日
日
新
聞
社
と
の
電
子
ラ
イ
ブ
ラ
リ

ー
等
の
構
築
、
運
営
に
関
す
る
連
携
協

定
」で
あ
り
、
主
な
協
定
内
容
は
電
子
書

籍
や
図
書
類
の
貸
借
等
の
包
括
的
な
協

定
で
あ
る
。

質

タ
ブ
レ
ッ
ト
図
書
館
協
議
会
の
構

成
及
び
協
議
会
の
審
議
結
果
に
つ
い
て

議
会
に
報
告
さ
れ
る
考
え
は
。

答

委
員
に
は
鹿
児
島
大
学
や
東
北
大

学
の
先
生
、学
校
長
の
代
表
、教
育
委
員

の
代
表
等
８
名
で
の
構
成
で
あ
る
。審

議
結
果
に
つ
い
て
は
、報
告
し
た
い
。

質

町
史
に
つ
い
て
は
、「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
町

高
森
」 

に
ふ
さ
わ
し
い
デ
ー
タ
化
し
た

も
の
に
し
た
ら
と
思
う
が
。

答

町
史
は
自
然
、
文
化
、
歴
史
の
３
部

門
に
わ
け
て
作
成
し
、
Ａ
４
判
の
カ
ラ

ー
ペ
ー
ジ
の
化
粧
箱
入
り
を
２
０
０
部

予
定
し
て
い
る
。デ
ー
タ
化
も
行
う
。

　

委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
「
高
森
町
保

育
所
条
例
の
一
部
改
正
」「
高
森
町
放

課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
設
備
及
び

運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の

一
部
改
正
」「
令
和
元
年
度
高
森
町
一

般
会
計
補
正
予
算
」「
令
和
元
年
度
高

森
町
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
」「
令
和
元
年
高
森
町
度
農
業
用
水

供
給
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
」「
令

和
元
年
度
高
森
町
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算
」「
令
和
元
年
度
高
森

町
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予

算
」「
令
和
元
年
度
高
森
町
介
護
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
」「
令
和
２
年
度

高
森
町
一
般
会
計
予
算
」「
令
和
２
年

度
高
森
町
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予

算
」「
令
和
２
年
度
高
森
町
後
期
高
齢

者
医
療
特
別
会
計
予
算
」「
令
和
２
年

度
高
森
町
介
護
保
険
特
別
会
計
予
算
」

に
つ
い
て
、
担
当
者
よ
り
詳
細
に
説
明

を
受
け
、審
議
し
た
結
果
、可
と
す
る
事

に
決
定
し
た
。

【
主
な
審
議
内
容
】

◎
高
森
町
保
育
所
条
例

◦
３
歳
以
上
の
保
育
料
無
償
化
に
伴
い

給
食
費
を
負
担
頂
く
分
限
の
改
正

◎
高
森
町
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業

の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
条
例

◦
資
格
条
件
の
経
過
措
置
を
附
則
で
改

正
。

◎
令
和
元
年
度
高
森
町
一
般
会
計
補
正

予
算
関
係

◦
阿
蘇
山
の
降
灰
対
策
の
ビ
ニ
ー
ル
ハ

ウ
ス
の
ビ
ニ
ー
ル
張
り
替
え
事
業
。

現
在
13
戸
88
棟
申
し
込
み
が
あ
る
。

ま
だ
降
灰
は
続
い
て
お
り
対
応
策
を

継
続
し
て
い
く
。

◎
令
和
元
年
度
各
特
別
会
計
補
正
予
算

関
係

◦
何
れ
も
年
度
末
に
向
け
た
補
助
金
等

の
確
定
に
伴
う
補
正
で
あ
り
可
と
し

た
。

◎
令
和
２
年
度
高
森
町
一
般
会
計
予
算

関
係

◦
農
林
水
産
業
ブ
ラ
ン
ド
協
議
会
に
つ

い
て
、
農
産
物
個
々
を
ブ
ラ
ン
ド
化

し
て
い
く
の
か
。阿
蘇
高
森
産
と
い

う
地
域
を
ブ
ラ
ン
ド
化
し
て
い
く
の

か
、
ア
グ
リ
セ
ン
タ
ー
も
絡
め
た
中

で
ブ
ラ
ン
ド
化
す
れ
ば
と
提
案
。

◦
西
原
日
ノ
尾
峠
線
開
通
式
は
平
成
24

年
九
州
北
部
豪
雨
災
害
か
ら
復
旧
事

業
の
最
後
で
あ
り
終
了
し
た
報
告
を

行
う
。新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
も
あ
り
実
施
時
期
は
慎
重
に
審
議

い
た
だ
き
た
い
。

◦
介
護
拠
点
整
備
事
業
に
よ
り
公
民
館

の
充
実
が
さ
れ
て
お
り
拠
点
利
用
活

動
を
サ
ポ
ー
ト
し
、
各
課
連
携
を
し

て
取
り
組
み
、
介
護
予
防
と
共
に
高

齢
者
が
元
気
で
過
ご
せ
る
地
域
を
作

る
よ
う
に
要
望
が
出
さ
れ
た
。

◦
色
見
保
育
園
民
営
化
に
つ
い
て
条
件

を
整
え
早
期
の
民
営
化
に
向
け
て
努

力
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

常任委員会報告

総

務

文

教

産

業

厚

生
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　令和２年３月３日、高森温泉館公売の経過及び

結果報告のため、公有財産評定委員会会長の本田

副町長、生活環境課より２名の出席を求め報告を

受けた。

　議員は評定委員会に加わっておらず内定を出し

た経過を知り協議をする為に開いたものです。

　最初に本田副町長より４回目のトライにてこの

度ようやく内定、プロポーザル形式にて良い提案

をいただき内定に至ったと話があり、続いて生活

環境課後藤課長より全体的な説明があった。

①４回目の公売は企画立案型のプロポーザル方式

にて公募し２社の参加申し込みがあった。

②審査日は令和２年２月26日午後に２回に分けて

行われた。

③売り払い予定価格は3,730万円（地代3,730万

円　建物代０円)

④主な条件として、町長の政策集に沿った提案、買

戻し特約条項の設定、５年間の転売、貸付禁止

⑤審査対象社は２社

　１社はスポーツクラブ、ファーストチェーンホ

テル、オートキャンプ、保育園、電子図書館、道

の駅に利用、施設の一部を町に有料で貸し出した

い。固定資産税減免については検討をお願いする。

　１社は国内外の漫画クリエーター、アーティス

トの活動、移住定住の拠点、劇団員の育成施設、

新たな施設建設、新しい知的財産権の創出、短期、

中期、長期計画の策定あり。固定資産税について

は課税された額を支払う。

　２社とも公衆浴場としての運営はできない。も

しくは運営する過程で一部オープンや事業の展開

状況次第で検討するとの報告。

　議員側からは企画内容について、プロポーザル

の立合い人、評定委員会の評点方法、将来の町へ

の貢献度合い、など質問が出た。

　最終的に質疑が終わり内定過程においてなんら

問題は見られず内定会社も問題は見当たらないと

ころから議員側からも異議の無いことを確認し全

員協議会は終了した。

　その後の経過として令和２年第１回高森町議会

定例会（３月13日）にて「議案第33号　財産の

処分について」が可決され売却が決定した。

土　地：８筆　　合計　14,874.19m2

建　物：１筆　　　　　  1,889.00m2

相手方：株式会社　コアミックス

処分予定価格：37,300,000円

※なお本議決の時に現状引き渡しが条件であるが

備品等を処分する時に費用負担が発生する恐れ

がある旨の報告があった。

議会全員協議会

議案第12号

◎高森町高齢者温泉入浴料の助成に関する条例を廃止する条例について
　上記の件は昨年５月からスタートした70歳以上の住民に対し高森・南阿蘇地域の４つの温泉施設

の利用に際し１カ月30枚を上限に助成する事業。（１枚200円の助成）

　その中で利用頻度、利用者数の増減、利用方法など勘案した結果ある一定の効果は確認されたが

住民全体に渡る福祉事業でもない為、廃止したいと上程され審議の結果承認した。

　議会として高森町、南阿蘇村の公共交通機関の利便性向上、公平な福祉施策を要望した。

　なお、この条例は６月１日をもって廃止。４月、５月は今まで通りご利用いただけると共に購入

された温泉券は永久に使用可能。（払い戻しはしませんのでご注意ください）
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　私は高森町の草部で育ちました。高森高校から熊本県立大学総合管理学部

へ進学し、今年の春から大学生となります。

　大学進学を強く希望したのは、自分が地元の課題解決のために高校で考え

た案をより現実的のものにし、一つの事業プランを作りたいと思ったからで

す。まだまだ町民の中では経験も浅く視野も狭い身ではありますが、地域に

目を向けると、高齢化による労働力不足（特に農業）が地域課題として挙げ

られると感じました。そこで、高校の学習時間を使い、労働力が不足してい

る部分・分野に雇用をもたらすプランを考えました。このプランが将来実現

できるかはわかりませんが、これから大学で４年間しっかりと学び、様々なことを知っていきたいと

思っています。

　とても真面目な話は以上です。今回はわざわざ「町民の声」の場をいただいたので、この地で私が

感じていることについて話したいと思います。

　私は小さい頃、父とお風呂に入っているときに“何があっても女は守れ”と言われたことを覚えて

います。しかし、高森町の女性は決して弱くありません。むしろ強いです。男性も頑張らなければ、

と思うことがありますが、人間は助け合いや支えがないと生きていけません。そして、その共助性を

持っているのが高森町だと感じています。住民同士の繋がりが強く、町長さんも私たちの身近に感じ

られる存在で接してくださいます。しかし、繋がりと別に人口減少や高齢化などの問題によって継続

の難しい行事（どんどや・他）が出てきているため、心配な気持ちを向けざるをえません。そういっ

た部分に何か策を打ち込めるように、まずは人との関りを大切にしていきたいし、自分がこれから大

学で地域組織や社会政治などについて学び、なにか町のためになるものを持って帰ることができるよ

うに、大学生活を楽しみながら４年間できるだけ多くの経験を積み重ねていきたいです。

ピンチをチャンスに置き換えて

　根子岳の麓にて、自営業を営んでおりますが、ここ10年くらい前からを

振り返りますと、平成24年７月九州北部大水害（河川氾濫）、平成26年11

月阿蘇山噴火（火山灰）、平成28年４月熊本地震、令和元年７月阿蘇山噴火

（火山灰）と自然災害とは言え、観光業といたしましては、悩まされる日々

でした。しかし各界の皆さんのお蔭にて、復旧工事、復興へと進み現状より

はるかに住みやすくなりました。ありがとうございました。

　熊本地震では、国道57号線阿蘇大橋の崩落にて南阿蘇への寸断は厳しい

事となりましたが、国道265号線（高森〜坂梨）の認知、大分県・宮崎県方

面の方々入込観光客の増加があり立ち寄って励ましのお言葉いただきました、ありがたい事でした。

　又、本年は新型コロナ感染病が、拡散しておりますが、早く終息し日常の生活に戻ることを願って

おります。

　最後になりましたが、何があるか分からない、世の中ですが、皆んなで知恵を出し合い、ピンチを

チャンスに置き換えて、頑張って行きたいものです。

町民の声

工藤　力哉さん
（芹口・菅の迫）

德丸　和也さん
（上色見・西中原）
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総
務
・
文
教
常
任
委
員
会　

津
留　

智
幸

　

令
和
２
年
１
月
28
日
か
ら
2
日
間
の
日
程
で
佐
賀
県

を
訪
問
し
、
２
件
の
行
政
視
察
を
行
い
ま
し
た
。
１
日

目
は
上
峰
町
の
教
育
行
政
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
報
告

を
受
け
ま
し
た
。
上
峰
町
は
佐
賀
県
東
部
に
位
置
す
る

人
口
１
万
人
弱
の
町
で
す
。

　

主
な
取
り
組
み
と
し
て
「
ス
タ
デ
ィ
ー
ク
ー
ポ
ン
を

活
用
し
た
放
課
後
補
充
学
習
」
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
放
課
後
を
活
用
し
た
学
習
塾
、
家
庭

教
師
、
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
教
室
や
出
稽
古
・
学
校
外
教

育
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
係
る
経
費
の
助
成
を
行
う
も
の

で
す
。
中
学
１
年
生
及
び
中
学
３
年
生
を
対
象
に
３
万

円
を
助
成
し
て
い
ま
す
。
生
徒
及
び
保
護
者
の
評
価
は

「
夏
期
講
習
に
参
加
し
て
学
習
意
欲
が
向
上
し
た
」
な
ど

高
評
価
が
大
半
を
占
め
た
と
言
う
事
で
し
た
。

　

佐
賀
県
の
学
習
状
況
調
査
に
お
い
て
、
県
平
均
を
上

回
っ
て
お
り
事
業
の
成
果
も
現
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

高
森
町
に
お
い
て
も
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
中
心
に
様
々
な
取
り
組

み
が
行
わ
れ
て
お
り
、
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
様
々

な
経
験
・
体
験
を
積
ま
せ
て
あ
げ
る
こ
と
が
私
た
ち
大

人
の
責
務
で
あ
る
と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
武
雄
市
役
所
を
訪
れ
、
令
和
元
年
８
月
に

発
生
し
た
豪
雨
災
害
の
対
応
に
つ
い
て
本
会
議
場
に
お

い
て
報
告
を
受
け
ま
し
た
。
８
月
27
日
の
降
り
始
め
か

ら
２
日
間
で
４
０
０
ミ
リ
を
超
え
る
雨
量
を
各
地
で
観

測
し
、
多
大
な
浸
水
被
害
と
人
的
被
害
が
出
ま
し
た
。

応
急
・
復
旧
対
応
に
つ
い
て
は
自
衛
隊
を
は
じ
め
、
様
々

な
自
治
体
、
各
種
団
体
、
民
間
企
業
の
協
力
の
お
か
げ

で
復
興
が
進
み
、
ま
た
高
森
町
か
ら
も
職
員
を
派
遣
し

て
い
た
だ
き
、
本
当
に
あ
り
が
た
か
っ
た
と
喜
ば
れ
て

い
ま
し
た
。

　

報
告
を
受
け
た
本
会
議
場
に
は
大
型
モ
ニ
タ
ー
が
６

台
設
置
し
て
あ
り
、
画
像
や
映
像
を
駆
使
し
た
説
明
は

非
常
に
分
か
り
易
く
臨
場
感
に
あ
ふ
れ
る
も
の
で
し
た
。

　

平
時
の
定
例
会
に
お
い
て
一
般
質
問
に
お
け
る
説
明

を
補
完
す
る
モ
ニ

タ
ー
と
し
て
活
用

さ
れ
る
な
ど
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
化
が
進
ん
で

い
る
議
会
だ
と
認

識
し
ま
た
。
高
森

町
で
も
住
民
の
皆

さ
ん
へ
よ
り
分
か

り
易
い
説
明
や
報

告
の
た
め
、
議
会

Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
推
進
の

必
要
性
を
強
く
感

じ
ま
し
た
。

総務・文教常任委員会行政視察報告

▲武雄市本会議場

　風薫る季節となりました。
　新型コロナウイルス感染

の影響で卒業式や入学式の開催が小規模なものと
なりとても寂しく感じた春でした。
　大事なのは手洗い、うがい、咳エチケットを行
い不要不急の外出を控え密接空間を避ける事です。
　正しい知識を持ち噂に惑わされないようにしま
しょう。私は免疫力を高めストレスを溜めない工
夫をして日々を過ごしていきます。
　議会議員一同、一刻も早い終息を願っておりま
す。	 後藤　巌

議会広報特別委員会
編 集 後 記 後藤　三治

牛嶋津世志

後藤　清治

津留　智幸

後藤　　巌

議 　 長

委 員 長

副委員長

委 　 員

委 員　

（発行責任者）


